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冬（豪雪）の防災対策はおすみですか！！
気象庁の寒候期予報では、西日本は3年連続で暖冬でしたが、4年ぶりに寒い冬と

なる見込みであると発表しています。
また、鳥取地方気象台でも、今年から新たに「顕著な大雪に関する気象情報」の運

用を開始しています。この情報は、短時間に顕著な降雪が観測され、その
後も強い降雪が続くと見込まれる場合に、一層の警戒を呼びかけるものです。
【発表の目安】6時間降雪量平地30センチ、山地40センチ（大山を含む）を観測し、さらに
警報級の強い降雪が予想される場合
「転ばぬ先の杖」・「備えあれば憂いなし」冬の防災対策をお願いします。

【災害発生時の主な必需品リスト】
■冬の必需品 □防寒具（ジャンバーなど） □毛布 □カイロ

□寝袋 □長靴 □衣類（厚手の長袖、長ズボン、靴下など）
■季節を問わず必要なもの
□食料・飲料水 □携帯用ラジオ □下着 □軍手 □懐中電灯
□持病の薬 □救急セット □現金・貴重品 □予備メガネ 等

【生活道路の除雪は地域住民で・・・。】
災害が発生した際に、速やかに避難できるよう、普段から除雪などの対策が大切です。

悪天候のときを避け、こまめな除雪に心掛けましょう。
また、緊急車両等が町内に入れるよう、あらかじめ町内会員間で総会の際などに、生

活道路の除雪について確認しておくことも重要です。

【町内の消火栓は使えますか？】
積雪時でも、消火栓が直ぐに利用できる様に、取水口を除雪しておきましょう。「いつ」・

「だれが」・「どこを」除雪するのか・・・・確認をお願いします。

【「災害時 要支援者見守りネットワーク」は機能しますか？】
避難行動要支援者の方が、積雪時に孤立し食料

等の不足から深刻な状況に陥ることがあります。地域
の助け合い（地域福祉）が重要です。
「支援者」・「となり組」・「愛の訪問員」の方々

の「声かけ行動」によって、身も心も救われたという
報告をよく耳にします。
地域に暮らすみんなの力を合わせて、住み慣れた

地域に引き続き暮らし続けることが出来る。「安全・安
心」気持ちよく暮らせる城北にしましょう。

「防災関係者ビブス」の引き継ぎをお願いします！！
総会の時期を迎えます。防災会の５部に登録された「部員」

は、各自ビブスを保管し、災害時〈訓練〉には着用して活動する
ことにしています。部員の交代がある場合には、各自主防災会
内で、引き継いでいただきますようお願いします。
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